使用するＤＶＤチャプター：A-7 台風・豪雨を知ろう／台風・豪雨から身を守ろう〜A-11 竜巻を知ろう／竜巻から身を守ろう
活用できる教科・領域：中学生／社会、理科、保体、総合、特活　　高校生／理科、保体、総合、特活
	このプログラムの使い方

風水害のプログラムは、すべてつなげて１回分の授業として行うか、もしくは「台風・豪雨」「積乱雲」「雷」「局地的大雨」「竜巻」の授業として分けて行うことができます。

ワークシート４は「台風・豪雨」の授業の時に使用してください。ワークシート５は「積乱雲」「雷」「局地的大雨」「竜巻」のどの授業で使用してもかまいません。




台風・豪雨（20分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
使用するＤＶＤチャプター：A-7 台風・豪雨を知ろう／台風・豪雨から身を守ろう
1.プログラムの趣旨
　毎年、夏から秋にかけて、台風が日本を通り過ぎることで、たくさんの雨が降り、強い風が吹き、各地に大きな被害（洪水、高潮、土砂災害）をもたらす。ここでは、台風がもたらす様々な災害について学び、台風が日本に近づいてくることを天気予報によって前もって知るなど、最新の情報を確認することが重要なことを学習する。
2.ねらい

　❶台風のしくみを知るとともに、台風がもたらす様々な災害を学ぶ。また、台風から身を守る方法を学び、台風接近時、自分のいのちは自分で守ることができるようになる。

　❷近づいてくる台風の特徴（大きさ、位置など）はあらかじめ気象情報で確認できるので、最新の気象情報を確認して災害に備えるようにする。

　❸中学生は学習したことをより深く理解し、台風・豪雨災害の時に自分の身を守るだけでなく、家族や他の人のためにできることを積極的に行うようになる。

　　高校生は学んだことを活用することで、自らの安全の確保だけでなく、台風・豪雨の時に友人、家族、地域社会の人々に意欲的に貢献する取り組みができるようになる。
3.展開
	段階
	学 習 内 容
	教師の支援・指導上の留意点

	導入
（５分）
	① 台風・豪雨について学ぶ。

   台風がどのようなしくみで起こるのか  

   を知り、台風からどのようにして身を
   守るかについて学習する。
	●DVDのA-7を見せる。

●「考えてみよう！」の画面が出たら、DVDを一時停止し、生徒たちに
  問いかける。

	展開
（１２分）
	
	【考えてみよう！】すぐに避難したほうがよい場合は？

●生徒の発言を板書し、一通り出たところで、答えは出さずにDVDを

  再開する。

【すぐに避難したほうが良い場合】

・家が川や海の近くや、崖下や沢の近くにある場合は、気象庁や市町村の情報を参考にすみやかに避難する。

●『ふりかえってみよう！』の画面が出たら、ワークシート4を配付する。

	
	② 台風のしくみと危険を知り、身の守り方を理解する。
台風が近づいてきた時の危険予測と避難についてワークシートに記入する。
	【ワークシート4】天気予報で、台風が近づいていることを知ったら、どうしたらよい？

▼生徒の発言に応じて、地域の具体的な地理も加味しながら、台風時

  の対策を考えさせる。

	まとめ
（３分）
	③ 台風が近づいている時には、天気予報をチェックし、適切に対処することを確認する。
	▼台風接近時は子どもだけでの外出を控え、早めの避難ができるよう

  にすることを伝える。

▼自分の身を守るだけでなく、学んだことを他の人にも伝えていくことが大切であることを確認する。


積乱雲（６分）
　　　　　　　　　　               　　　　　　　　　　　　    
使用するＤＶＤチャプター：A-8 積乱雲を知ろう
1.プログラムの趣旨
 「大気の状態が不安定」と天気予報が伝えた場合、積乱雲が発生し、それに伴って様々な災害が起きやすい。ここでは「雷」「局地的大雨」「竜巻」を引き起こす積乱雲について学ぶ。

2.ねらい

　積乱雲のメカニズムを学ぶため、天気予報で「大気の状態が不安定」と聞いたら、積乱雲が発生しやすい気象条件であることを理解する。
3.展開
	段階
	学 習 内 容
	教師の支援・指導上の留意点

	導入・展開
（４分）
	① 積乱雲について学ぶ。
　 積乱雲とはどんな時に発生するのか、それによりどんな影響があるのか理解する。


	●DVDのA-8を見せる。

【積乱雲の特徴】

・急に発生して、雷や大雨、竜巻といった災害を引き起こす。
・地面が暖かく、上空に冷たい空気がある「大気の状態が不安定」
な時に発生しやすい。

	
	② 積乱雲が見えたら、どのようにすれば　
　 よいか考える。

	▼積乱雲を見たことがあるかどうか生徒に問いかけ、見たことがある 

  生徒に挙手させる。

▼積乱雲の発達によって起こりうることとして「雷・局地的大雨・竜 

  巻」をあげ、それぞれを簡単に説明する。キーワードである｢大気の

  状態が不安定｣を板書する。

	まとめ
（２分）
	③ 大気の状態が不安定なときには、でき
るだけ外出しないことを確認する。
	▼天気予報に注意するなど、被害を避けるために慎重に行動すること
  を伝える。


雷（８分）
　　　　　　　　　　               　　　　　　　　 
使用するＤＶＤチャプター：A-9 雷を知ろう／雷から身を守ろう
1.プログラムの趣旨
　積乱雲が発達してきたら、雷が発生する条件が整うということを知り、雷から身を守る方法を学ぶ。
2.ねらい
　落雷とはどのような現象なのか。DVDから、身を守る方法を学ぶ。
3.展開
	段階
	学 習 内 容
	教師の支援・指導上の留意点

	導入・展開
（６分）
	① 雷について学ぶ。

   雷がどのようなしくみで起こるのかを知り、雷からどのようにして身を守るかについて学習する。
	●DVDのA-９を見せる。
●「考えてみよう！」の画面が出たら、DVDを一時停止し、生徒たち　
　に問いかける。


	
	② 雷から身を守るためにどうしたらよい
   かを知る。

	【考えてみよう！】雷が鳴ったら、近づいてはいけないのはどこ？
●生徒の発言を板書し、一通り出たところで、答えは出さずにDVDを再開する。
【雷への対処】

・高いものに近づかない。
・建物や自動車の中に避難する。

・建物がまわりにない場合には、姿勢をなるべく低くしてやり過ごす。
・「金属を身につけていなければ大丈夫」というのは間違い。

	まとめ
（２分）
	③ 外出中に雷の音が聞こえたら、すぐに
   避難することを確認する。
	▼雷鳴に気づいたら、被害を避けるためには慎重な行動が大切である
 ことを伝える。


局地的大雨（８分）
使用するＤＶＤチャプター：A-10 局地的大雨を知ろう／局地的大雨から身を守ろう
1.プログラムの趣旨
　発達した積乱雲が突然大雨を降らせることがあり、「局地的大雨」と呼ばれて、最近特に増えている。局地的大雨から身を守る方法を学ぶ。
2.ねらい

　❶局地的大雨は、短時間にある地域にだけ降る大雨で、台風と違い事前に予測することができないことを学ぶ。

　❷ＤＶＤを活用し、局地的大雨から身を守る方法を学ぶ。

3.展開
	段階
	学 習 内 容
	教師の支援・指導上の留意点

	導入・展開
（６分）
	① 局地的大雨について学ぶ。
   局地的大雨がどのようなしくみで起こ
るのかを知り、大雨からどのようにして身を守るかについて学習する。
	●DVDのA-10を見せる。
●「考えてみよう！」の画面が出たら、DVDを一時停止し、生徒たち
に問いかける。


	
	② 局地的大雨から、身を守るためにどう
   したらよいかを知る。
	【考えてみよう！】局地的大雨の前ぶれは？
●生徒の発言を板書し、一通り出たところで、答えは出さずにDVDを
再開する。

【局地的大雨の前ぶれ】

・積乱雲で空が覆われる。

・雷の音が聞こえる。

・ヒヤッとした冷たい風が吹く。

【局地的大雨への対処】

・川や用水路からはすぐに離れる。

・頑丈な建物に入りむやみに外出しない。

	まとめ
（２分）
	③ 外出中に大雨に遭ったら、すぐに避難
することを確認する。
	▼局地的大雨の前ぶれが分かったら、被害を避けるためには慎重な行
 動が大切であることを伝える。


竜巻（８分）
　　　　　　　　　　                   　　　　　
使用するＤＶＤチャプター：A-11 竜巻を知ろう／竜巻から身を守ろう
1.プログラムの趣旨
　発達した積乱雲は発生する条件が整うと竜巻を引き起こす可能性がある。竜巻が発生する条件を知り、竜巻から身を守る方法を学ぶ。
2.ねらい

　ＤＶＤを活用し、竜巻の前ぶれ、身を守る方法について学ぶ。
3.展開
	段階
	学 習 内 容
	教師の支援・指導上の留意点

	導入・展開
（６分）
	① 竜巻について学ぶ。
　 竜巻がどのようなしくみで起こるのか
を知り、竜巻からどのようにして身を
守るかについて学習する。
	●DVDのA-11を見せる。

●「考えてみよう！」の画面が出たら、DVDを一時停止し、生徒たち　
に問いかける。


	
	② 竜巻から身を守るためにどうしたらよ
   いかを知る。
	【考えてみよう！】竜巻から身を守るには？
●生徒の発言を板書し、一通り出たところで、答えは出さずにDVDを
  再開する。

【竜巻から身を守る方法】

・鉄筋コンクリートなどの頑丈な建物の中に避難する。

・建物の中では窓から離れ、机の下などに入って頭と首を守る。

	まとめ
（２分）
	③ 竜巻の前ぶれを見つけたら、すぐに避
   難することを確認する。
	▼竜巻の前ぶれが分かったら、被害を避けるために慎重に行動するこ
とを伝える。


ワークシート4「台風・豪雨を知ろう／台風・豪雨から身を守ろう」
　　年　　　組　　　番　　　名前
ふりかえってみよう！天気予報で、台風が近づいていることを知ったら、
どうしたらよい？　
テレビの天気予報で台風が近づいていることを伝えています。どのような危険が予想され、

どんな時に避難が必要になるのか考えましょう。
❶台風が来ると、どんな場所でどんな危険が予想される？

❷避難した方がよいのはどんな場合？
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ワークシート5「積乱雲を知ろう」
　　年　　　組　　　番　　　名前
ふりかえってみよう！「大気の状態が不安定」な時の危険は？　
「大気の状態が不安定」という天気予報が出ていましたが、以前から友だちとハイキングに行く約束をしており、川の中州でバーベキューをして、まわりの山々が見渡せる渓谷に行く計画を立てました。
ハイキング先ではどのような危険が考えられるか、記入しましょう。また、危険に遭遇した時に、どのように対処したらよいか書きましょう。
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ワークシート4「台風・豪雨を知ろう／台風・豪雨から身を守ろう」
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ワークシート5「積乱雲を知ろう」
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「風水害」　　(50分)	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 対象／中学生用・高校生用

















考えられる危険





回避方法








